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フレア ースカ ート の揺動性（ 第4  報 ）

東 海学園女 短大　 ○ 伊藤 きよ子　　 愛 知教育 大　 日下 部信幸

目的　 フレア ー スカ ート の揺動性に 関与す る要因に は、人体 の動 きな ど着用者 側の要因

のほか、 スカート 側の要因 とし て材 料特性、 フレア ー分量、 スカ ート 丈 などがあげ られる。

そこで今回 は、 大 腿部の動 きのとも なう人台 を取り付け た揺動装 置を用い て、 スカート 丈、

材料特性の 異なる スカート を揺動させ、 ２要因 がフレ アー スカ ート の揺動 性にど のように

関 与するか を検討し た。

方法　 ① スカート丈 は50 、60 、70oiiiの３種とし 、重量、 かたさ の異なる ４種（ 綿 デニ ム、

綿 ブロード、 ウール ジョ ―ゼット、 シル クデ シン）の試 料を用いて、 計12 種のフレア ー ス

カ ート を製作し た。 フレ ア ー分量（ 裾周長 ）は　253 cmと一定 にした。 ②人台に40 度と60 度

の２ 種の円弧 運動 を与 え、大腿部 には、さ らに32 度の前後運動 を与え て スカ ート を揺動 さ

せ、 スカート裾 線に取 り付けた反 射体の 揺動 の軌 跡を記録し た。実験回 数は ４往復の揺動

を１回 とし、３回 行った 。反射体 の位置 は前中心に 最も近い ノート の凸 部であ る。揺動速

度は、72 歩／分か ら　135歩／分まで の８段階 とした。 ③反射体 が描いた 軌跡の形 と、 軌跡

から求め た揺動量 をもと にフレア ー スカ ート の揺動 性を検討し た。

結果　 ①重量が大 きく、 かたい試 料の スカ ートは、丈 が長く なるほど 揺動量が大 きくな

る傾向にあ る。②円 弧運動40 度の場合、 揺動 速度が高速 でないと き、 重量 が小さ く柔 軟な、

試料の スカート にお いて は、大 腿部 の前後運動 による影 響が大と なり、 裾線が大腿 部下端

と ほぼ同位 置となる スカ ート丈60  cmの揺 動が大 きくなる。 ③ スカ ート 丈が長 くなるほ ど、

揺動 の軌跡 は複雑に なる傾向に あり、特に 円弧 運動60 度にお いて、 それは顕著 となる。
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Jj 評 価 装 置 の 製 作

恒 蔵　　 綾　 久 仁 子

シ ン 縫 製 に お い て、 縫 糸 は 多 数 回 の 繰 り 返 し 伸 長 ・ 緩 和 作 用 を 与 え ら れ シ ー ム

れ て い く。 こ の 間 の ミ シ ン に お け る 縫 糸 挙 動 を 把 握 す る に は、 高 速 度 の 定 荷 重

伸 長 緩 和 試 験 が 有 用 で あ る が、 こ れ は 通 常 の 引 張 試 験 機 で は 実 現 で き な い。　筆

以｡前 よ り 縫 糸 の 試 験 装 置 に つ い て 報 告 を し て き た が、 本 研 究 に お い て は 前 述 の

新 た に 縫 糸 の 試 験 装 置 の 製 作 を 試 み た の で、 そ の 結 果 を 発 表 し た い。

糸 に 多 数 回 の ひ ず み を 付 与 す る 手 段 と し て は、 ミ シ ン の 往 復 ス ラ イ ダ ク ラ ッ ク

し た。　し か し、 こ の ま ま で は 定 荷 重 試 験 は 不 可 能 で あ る の で、 糸 の つ か み の 間

な る ト ラ ッ プ を 設 置 し た。 試 験 条 件 下 に お い て、 縫 糸 張 力 を フ ィ ー ド バ ッ ク し

置 を 制 御 す れ ば よ い が、 現 実 的 に 高 速 度 の 場 合 は 不 可 能 で あ る。 そ こ で 多 少 の

伴 う が、 事 前 に 予 想 さ れ る 残 留 ひ ず み の 一 部 を コ ン ピ ュ ー タ か ら 悄 報 と し て 送

モ ー タ を 回 し て ト ラ ヅ プ 位 置 を 制 御 す る こ と に し た。　こ れ に よ り 定 荷 重 の 縫 糸

伸 長 ・ 緩 和 試 験 が 可 能 と な る。 試 験 に お け る 荷 重 や 変 位 信 号 は、 Ａ Ｄ 変 換 後 コ

に 取 込 ま れ、 縫 糸 の 特 性 上 重 要 と 考 え ら れ る 仕 事 量 や 残 留 ひ ず み が 算 出 さ れ る。

ラ ッ プ 位 置 を 制 御 す る 情 報 設 定 は 難 し そ う で あ る が、 実 際 に は 比 較 的 容 易 で、

と の 割 り 込 み 信 号 に よ り ト ラ ッ プ 位 置 を 制 御 で き、 定 荷 重 の 良 好 な 繰 り 返 し 試

と が 可 能 で あ っ た。 こ の 結 果 は 縫 製 に お け る 縫 糸 に 関 す る 重 要 な 情 報 を 提 供 す

え ら れ る。 な お 本 研 究 は、 文 部 省 科 学 研 究 費 に よ る 研 究 の 一 部 で あ る。

島 崎 他；繊 維 学 会 年 次 大 会 講 演 要 旨 巣（1985 、1986 ）


